




つながっている！―「魚・人間・環境の循環図」
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　右の図は、人間にとってよい食物とは何か、よい食物を食べ続けることができる社会・環境にするためには

どうしたらよいか、などを考えるときに使われている「人間と食物と環境の循環図」を魚を例に描いています。

　この図では魚が、海や川などの自然から社会・経済のさまざまな活動を経て、私たち一人ひとり

の料理・食事となり、体内の栄養、健康、生活力、地域の活動力へと形を変えながら、次の循環

の形成につながっていきます。そして私たちが、このダイナミックな循環に深く、広くかかわっ

ていることを示しています。

　私たちの行動は、その要因が家庭や学校、地域、生産現場、海や川……と関係して

いること、と同時にその結果は、健康、生活力、地域の活動力の形成へとつながっ

ていきます。どんな小さな問題も「魚・人間・環境の循環図」の中で生まれ、作

用しあい、再び循環の中の一部になっています。つまり私たちは、この

ダイナミックな循環の中に組み込まれている、といえるのです。

　しかし、ここで重要なことは、循環の中の小さな行動

の変化や努力が、循環の一部を変え、その周辺を変え、

循環の流れを変えていく可能性もある、ということ

です。小さな変化の積み重ねが、大きな課題の解

決につながっていく可能性もあるのです。魚・

人間・環境にとって“よい循環”をつくり出す

きっかけは、循環図の中の小さな変化で

可能だ、ということなのです。

　この冊子は、魚・人間・環境の循環

について、正しく知り、考え、より

よい循環をつくっていくにはこ

れからどうしたらよいかなど

を考えあい、行動を起こす

きっかけになることを願

うメッセージです。
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